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机のぼうを、
足ではさんで
押さえよう

机の足を、
両手で強く
にぎって
押さえよう

まわりの
様子も、
確認しよう

地震が起きても、ものが落ちてこない、たおれてこない、
動いてこないように、安全対さくをしておくことも大切です。

近くにものが落ちてきそうなときは

姿勢を低くし、周りの状況を見る

命の守り方を判断する

回避回避
かい ひ

活用活用

大きな地震が起きると、机がたおれたり、動いたりしてしまう。
頭を守るために・・・ 頭や顔に落下物などが当らないように守ります。

（例）（例）
起こりそうな危険頭を守ることができるもの

大きなゆれが起きたら・・・小さなゆれが起きたら・・・
おお

お

はん  だん

し せ い じょうきょう

きけん

起こりそうな危険頭を守ることができるもの
お きけん

じしん

突然、大きなゆれから起こる地震
（直下型）もあります。その場合は、
直ちに頭を守ります。

とつぜん じしんお

お

【注意】

小学生・中学生用「地震が起きると、机（つくえ）は、どれ
くらいゆれるの？（地震体験車）」（浜松市）1分14秒

小学生用「机（つくえ）で頭を守ろう！（地震体験車）
（浜松市）50秒

小学生・中学生用「廊下（ろうか）にいるときに地震が起き
たら、どうすればいいの？」（浜松市）58秒

小学生・中学生用「階段（かいだん）にいるときに地震が起き
たら、どうすればいいの？」（浜松市）41秒

https://www.youtube-nocookie.com/embed/BwXYMgqe9Ks?si=3pNgt1HBL9uK0FbR&rel=0
https://www.youtube-nocookie.com/embed/I-o3x1Ig6BU?si=UyNejVfFbWVBrOqi&rel=0
https://www.youtube-nocookie.com/embed/Yok77R32i54?si=FtGEUQMWhMy-BU9x&rel=0
https://www.youtube-nocookie.com/embed/2FyJpsA8TN4?si=GBbx13vUEwHVoQVA&rel=0






この話を読んで、あなたはどんなことを感じたり、考えたりしましたか。

「津波から命を守るには？」
（NHK for School学ぼうBOSAI）10分

https://www2.nhk.or.jp/school/watch/bangumi/?das_id=D0005180165_00000
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感じる・考える
し 』

さい がい

自然災害と人間の心の関係

命の守り方を知つていても、
！さだら

人を動弁す心の働きが

大切店のじゃ。

©浜松市

しんさい か こ さいがい

東日本大震災の時も、過去の災害のときも、次のような考えから、す
ひ なん ひ なん

ぐに 避難しなかった人がいます。残念ながら、避難がおくれたことにより、
うしな

命を失う人もいました。

ひ なん

避難がおくれた理由
だいしんさい ひなん

「東日本大震災における避難行動」
せんもんちょうさ

（出典）中央防災会議専門調査会より

き けん

●自分がいる場所は危険ではないだろう。
けいほう つ なみ

●以前に警報が出たときも大きな津波は来なかった
だいじょうぶ

から大丈夫だ。
じ しん かた づ

●地震でちらかったものを片付けてしまいたい。
まわ ひ なん だいじょうぶ

●周りの人も避難していないから大丈夫だろう。

このように、人間は自分にとって都合の悪いことに直面すると、都合
む し

の悪いことを無視したり、周りの大多数の人たちに行動を合わせようと

したりすることで、自分の心を安定させようとします。

このような人間の心の働きが「面碕」を生み、直籍をおそくさせてし

まうのです。

さいがい

自然災害が発生し、または、発生するおそれがあるときは、
き けん

●自分がいる場所は危険かもしれない。
けい ほう つ なみ

●以前に警報が出たときも大きな津波は来なかった
つ なみ

けど、今回は津波が来るかもしれない。
じ しん つ なみ

●地震で家の中がちらかっているけど、遵浪が来る
かた づ

かもしれないから、片付けは後にしよう。
まわ ひ なん いっしょ ひ なん

●周りの人は避難していないけど、 一緒に避難する
ように呼びかけよう。

さいがい

自然災害が発生し、または、発生するおそれがあるとき、
ひなん

あなたはどんなことに気を付けながら避難をしますか？
自分や友達の考えを伝え合いましょう。

，

 

10 



「自分の町を知って台風に備えよう」
（NHK for School学ぼうBOSAI）10分

https://www2.nhk.or.jp/school/watch/bangumi/?das_id=D0005180159_00000


「集中豪雨から身を守ろう」
（NHK for School学ぼうBOSAI）10分

「河川の氾濫に備えよう」
（NHK for School学ぼうBOSAI）10分

「土砂災害から命を守ろう」
（NHK for School学ぼうBOSAI）10分

https://www2.nhk.or.jp/school/watch/bangumi/?das_id=D0005180186_00000
https://www2.nhk.or.jp/school/watch/bangumi/?das_id=D0005180226_00000
https://www2.nhk.or.jp/school/watch/bangumi/?das_id=D0005180225_00000


この話を読んで、あなたはどんなことを感じたり、考えたりしましたか。
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6年生道徳教材
思いやり親切、生命の尊董
あなたなら、どうしますか？

ほ ぞんしょく

「3日分の保存食と水」
じ しん わたし

大きな地震が起きましたが、私たち家族〔祖父、祖母、父、母、自分、妹（3
さい

歳）〕は、 なんとか助かりました。
こわ わたし

しかし、 家が壊れてしまい、 家で生活を送ることができなくなったので、 私
ほ ぞんしょく ひ なんじょ

たち家族は、 日ごろから備えていた3日分の保存食と水を持って避難所に行き

ました。
ひ なんじょ ひ なんじょ ほぞんしよく

避難所には、 多くの人がいました。 避難所には、 わずかな保存食と水しか

なく 、 次の日、 配給場所には人がどっとおしよせ、 食料 を取り合うほどでした。

食料が回ってこない人も多くいました。
ひ なんじょ とど

わたしたちがいる避難所に、 いつ食料が届くか分かりません。

ほぞんしょく

ですが、 いま、 わたしたち家族には「3日分の保存食と水」があります。
ひ なんじよ ほぞんしょく

避難所にいる多くの家族は、 保存食や水を持ってきていません。

わたし

もし、 この家族の「私」があなたなら、 どうしますか？

'� 

ー資料提供一平成27·28年度長泉町立北中学校作成「防災道徳資料」より

「防災道徳」授業を開発した静岡大学教育学部藤井基貴研究室監修

l 考える j 

あなだなら、どうしますか？
〈学習のイメ ー ジ〉

はじめ に、

教材を読んで、 自分の意見をもち、 その理由をワ ー クシ ー ト

に書きます。

次に、 みんなで意見を出し合います。

「そうか… 」「なるほど… 」と思ったことをメモします。

わたしはAの意見をもちました。
理由は・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・だからです。

なるほど！

ぼくはBの意見をもちました。
理由は・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・だからです。

最後に、 最終的な意見をもち、 意見を伝え合います。

わたしは、意見は変わらなかったけれど友達の意見を聞いて、

さらに考えが深まりました。

考えの深まり・広がり

友達の意見を聞いて「そうか。」と思い、 はじめと終わりの

意見が変わりました。新しい考えをもつことができ、 自分の

考えが広がりました。

18 




